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学校法人 松樹学園 

信州リハビリテーション専門学校 

学校関係者評価委員会 

 

学校法人松樹学園 信州リハビリテーション専門学校 学校関係者評価委員会は「令和 4年度

自己評価結果」を基に、学校関係者評価を行いました。その結果を以下のとおり報告いたしま

す。 

 

 

１．学校関係者評価委員会委員 

 学外委員（五十音順） 

  青木 啓成  氏  相澤健康スポーツ医科学センター 

  河西 恵美  氏  信州リハビリテーション専門学校 在校生保護者 

  駒村 亮   氏  信州リハビリテーション専門学校 卒業生 

  橋戸 勝   氏  塩尻市贄川区 区長 

  原田 聡昭  氏  飯田市役所 健康福祉部 

宮坂 幸登  氏  田川高等学校 学校長 

  山名 文代  氏  信州リハビリテーション専門学校 在校生保護者 

 

 学内委員 

  村松 秀明    信州リハビリテーション専門学校 学校長 

  小野 佳子    信州リハビリテーション専門学校 学科長 

  木島  隆    信州リハビリテーション専門学校 教務主任 

  藤野 真和    学校法人松樹学園 事務局長 

 

 

 

２．基準項目ごとの学校関係者評価・意見 

評価項目 評価・意見等 

基準 1 

教育理念・目標・ 

育成人材像等 

① 接遇教育は大事であると感じている。病院内では若い職員の話

し方や対応によりクレームになることもある。そのため、3 年

間の中で社会人としての態度等を身につけてもらいたい。 



回答：本校の特徴でもあり継続していきたい。 

 

基準 2 

学校運営 

問題ないと思われる。 

基準 3 

教育活動 

① 教職員の言葉遣いや態度に関して、これは学校現場で抱えてい

る問題で、先生方が伸び伸び、生き生きと楽しく仕事をしてい

ることが学生にとっても一番良いと考える。管理に携わる方

は、ウェルビーイングを視点として管理できると良いと思う。 

回答：言動に関し、学生への指導は理由があってしているが、言い

方や表情は注意が必要であると考えるので、教職員に伝えてい

る。 

 

② （上記①に関連して）昨年度も学生からの意見で先生の発言が

不快に感じられたという問題があった。しかし、この 1 年でそ

の部分が改善されていて、すぐに先生にフィードバック等の対

応をしており、先生方の努力が見え感心した。 

 

基準 4 

教育成果 

① 施設で働いている卒業生の方と接する機会があり、好印象であ

った。職員の方々からの評判も非常に良いという話を聞いた。 

回答：良い話が聞けて嬉しい。 

 

② 資格取得に関して、今回国家試験の合格率 100%を達成してお

り素晴らしいことであるので、もっとホームページや説明会で

アピールすると良いと思う。これにより、就職にもつながって

いることを、大きくアピールしてはどうか。 

回答：しっかりアピールしていきたい。 

 

基準 5 

学生支援 

① 情報発信に関して、親・学生共に若い世代になっていると思う

ので、色々な分野から情報収集して、SNS 等もうまく活用して

いくと良いと思う。 

 

② （上記①に関連して）学内での情報配信の件は、就職・求人関

係は学生にはすぐに配信されていたようだが、保護者には求人

の期限が切れているものが配信されていることもあった。 

回答：求人に関する情報配信は、求人票が届いた時点でホームペー

ジの「在校生の方へ」に掲載しており、随時確認できるように

なっている。保護者の方への情報配信は、月に 1 回まとめて配



信になるため、遅れが生じてしまっている。 

 

③ 病院への就職先が少ない印象を受けた。病院ごとの特徴もある

と思うので、1 年生のうちからガイダンス等に参加していく方

が良いと感じた。 

回答：全国的には多くの求人をいただいているが、県内求人や自宅

から通える病院となるとかなり限定されてしまう。また学生自

身も、就職先が定まらず就職活動が遅くなっている印象があ

る。求人情報があれば早めに学生に共有して活動を促してい

く。早めのガイダンス参加を勧める。 

 

④ 卒業生への支援体制について、学校として取組むのも大変なこ

とだと思うが、同窓会を中心に実施していくのか。 

回答：どのように支援していくのか検討中であるが、同窓会も再始

動したので、同窓会加入特典として、色々な学びの場へのつな

がりができると良いと考えている。 

 

⑤ （上記④に関連して） 同窓会の活動を教えて欲しい。 

回答：卒後教育の場となっている。卒業生がどのような活躍をして

いるのか把握したり、学生との交流を密に図りつつ学生に還元

していきたいと考えている。 

 

基準 6 

教育環境 

① 体育館の天井の件は、贄川地区の災害時の避難場所にもなって

いるため、区としても塩尻市に地域の要望として挙げていきた

い。 

回答：塩尻市とも協議を継続しているので、良い方向性が見えてく

ることを期待している。 

 

基準 7 

学生募集と受入れ 

問題ないと思われる。 

基準 8 

財務 

問題ないと思われる。 

基準 9 

法令等の遵守 

問題ないと思われる。 

基準 10 

社会貢献 

① 楢川は昨年から義務教育学校になったので、コロナが落ち着い

たら是非地域交流として、子ども達と交流して欲しい。 

回答：県内の専門学校の取組みとして、「出前授業」を実施してお



り、申込みがあるとそこへ出向いて講義をしている。地域の小

中学校とも交流を深めたいと考えている。 

 

② （上記①に関連して）少子高齢化の地域なので、この環境をう

まく利用して、高齢者と接する機会が多いとか、小中学生との

交流とか、そうした中で学生の心も豊かになり、高齢者との接

し方が学べたり、反対に励ましてもらえたり、その積み重ねが

将来医療職になった時に生きてくると思う。 

 

 


